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私は、イスラーム、特に中東、インド、中央

アジアなどのイスラーム建築と都市の歴史を

研究しています。 

今日は、中東の歴史的街区を保全するために、

今までの歴史的蓄積から学べる点についてお

話ししたいと思います。 

 

 

歴史的都市カイロの魅力は、歴史的建造物が

よく残っていることに加えて、複雑な街路網

が、建物の新陳代謝はあっても概ねその形を維

持しているところにあります。 

この地図は、赤い部分がエジプト誌に記載され

た地図で、黒い部分がニコラスワーナーの地図

ですが、多くの部分が一致しています。 

 

 

 

この写真は、スークシラーハ通りのバイトヤ

カン前の光景と、イルゲイ・ユーズフィーモス

クを見たところで、ともに 19 世紀末の写真で

す。 

通りの太さが一定でなく、そこかしこにポケッ

トのような空間を作っていることがわかると

思います。 

また、ファサードが出窓等を用いて、変化の中

に統一を作り出していることもその魅力の一

つです。 

 

 

 

今では、高い建物など変化はありますが、道

はそのままです。 

また、歴史的な建物は維持されています。 

  



サラー教授が関与したプロジェクトでは、

昔の雰囲気が戻ってきています。 

また、サビール・クッターブコーカリアーン

では修復によって随分美しくなりました。 

全てを昔に戻すことは無謀なことですが、この

ような遺産を維持しながら現代生活に合わせ

てさらに魅力的な街にしていく方法を考える

ことが、私達の仕事だと思っています。 

 

 

エジプト、アラブの人々に、東方の島国日本

からきた私が、イスラーム建築の魅力をお話し

するのは場違いかもしれません。 

今回のお話では、どのようにしてこうした魅力

的な都市が作られ、それがどのように維持され

てきたのかをお話しすることで、今後の歴史都

市保全政策のヒントになればと考えています。 

 

 

どのようにしてこうした形態が生まれてきたかという点をお話しします。 

初期イスラーム時代には、征服都市すなわち既存の都市をアラブ軍が征服してそのまま用いる場合と軍

営都市があります。 

ダマスクスやアレッポのようなグリッド都市や、アフラシアブやレイのような非定型都市もありました。 

ところが、アラブ軍が作った軍営都市は整形な都市が多かったようです。  



10 世紀頃までは、バグダード、アル・カーヒラ、マディーナットザフラーなどの宮殿都市は、一般市

民の住む市街とは別に、統治機能を担い、帝国の表象となりました。 

これらとは別に一般市民が住む非定型な都市が共存していました。 

 

11 世紀以後になるとここにあげたような非定型都市の傾向が強まります。 

この状況は 20 世紀初頭にいたるまで持続し、継続性という歴史的蓄積がこのような一見有機的にみえ

る都市を熟成させたことになります。  



旧市街を読み解くための簡便な観点として、以下の５つを指摘したいと思います。 

①宗教的中心と市場 

②主要街路 

③市門と市壁 

④居住区域としての街区とその公共施設 

⑤稠密居住を達成するための中庭住居と袋小路 

それに加えて、為政者の拠点が中心から離れたところにあり、彼らは水事業や宗教的寄進をすることに

よって都市に間接的に関わってきたという点が挙げられます。 

 

 

安定性を維持するための構造とは、乾燥地域と

いう地理的環境と中世から近世という歴史的

環境を基盤に育ったものです。そこでは、ムス

リムの統治者の元でイスラーム法による、土地

所有システム、フシステムが機能していて、モ

スクやマドラサなどの宗教施設とハンマーム

やウィカーラなどの世俗施設を同梱し、拠点的

な開発がなされました。 

それを可能としたのは都市の支配者が遊牧系

の出自であって、ハーラや工人集団、スーフィ

ーコミュニティなどに属する街区住民の自治

が図られていたからではないでしょうか？ 

  



先ほども申しましたように、全てを過去に戻

したいというわけではありません。 

過去の文明が築いた遺産を、できるだけ活用し

ながら、その利点を次世代に伝えていくこと

が、重要です。と同時に、今後連続講義で話に

登りますが、過去の文明が築いた遺産をきちん

と管理運営することによる経済効果も見込ま

れます。 

 

今までお話ししたシステムの中で、ワクフシステムにおける宗教建築と世俗建築をつなげて考え、

そこから上がる収益を地域維持に使い、公共の誰もがアクセスできる施設を充実させるという点は大

いに利用できる側面です。これは、ダルブ・アフマルの歴史的建造物をプロットしたものですが、こ

うした建造物が相互に関係性を持ちながら、住民のサービス、あるいは旧市街観光に役役立てていく

シナリオが求められています。 

 

 

 

 

もう一つ、快適な居住環境を維持するため

のコミュニティのための街区（ハーラ）や袋

小路などは、今後の歴史都市保全に役立つ点

ではないかと思います。これはガマレイヤの

大きな袋小路を、1938 年の地図に落としたも

ののですが、袋小路の中にも小さな塊がある

ことがわかります。 

  



袋小路だけではなく、通り抜け街路にもコ

ミュニティがあります。右のナポレオンの地

図に表された街路名を、中央の 1938 年の地図

にたどることができます。中央の地図の白抜

き部分は 1938 年の地図に両側の道路番地が記

入してあるものです。中央地図の真ん中下の

白抜き部分は、イブラヒム・パシャ・ヤカン

の住宅ですが、こうした広大な住宅はプライ

ベートな部分だけではなく、パブリックな役

割をも果たしていました。それをまさに実行

しているのは、左のアラー教授のバイト・ヤ

カンということができるでしょう。 

 

細かな点になりますが、街路の歪みや歴史

的建築の凹凸によって生じる小さな広場も、

未来への活用性を秘めているように思いま

す。こうした小さな広場は、人々の集まるス

ペースになって、今でもアフワや金曜礼拝な

どに使われることもあります。 

 

 

最後に、歴史的カイロには、大きな問題も山

積しています。自動車交通、建物高さ、ゴミ

問題、安全性の確保、インフラの整備、貧困

居住区などなど。こうした問題点を解決しな

がら、世界に誇れる歴史都市カイロの遺産と

ともに居住する道筋を作っていけることを希

望します。 


